
地震は突然やって来る
「まさか」に十分な備えを

　地震災害はいつ発生するか分かりません。「まさか起こることはないだろう」と思いがちですが、その
「まさか」が起こる可能性があります。命を守るための行動について知り、地震災害に備えましょう。

※写真はイメージです。

■■問危機管理課(■■TEL 0848-67-6165■■FAX 0848-67-6164)
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土砂災害 液状化現象

津波 停電・断水

地震火災

家屋の倒壊

　今後30年以内に70～80％の確率で発生すると
言われている「南海トラフ巨大地震」。市内でも大き
な被害が想定されます。

　誰でも情報発信できるSNSでは、誤った情報が発信される場合
があります。令和6年能登半島地震でも救助を求めるデマやフェイ
クニュースが拡散されるケースが相次ぎました。ほかの情報と比
較する、情報の発信源を確かめるなど正確性を確認し、なるべく公
的機関が発信する情報を入手するようにしてください。

　市では令和6年能登半島地震の被災地への支援を行うため、住家
被害認定調査応援のための職員の派遣、被災者への市営住宅の提
供、市庁舎などに義援金受付箱の設置などを実施しています。

平成13年芸予地震（震度5強）時の市内での被害

　瀬戸内海でも津波は発生する可能性があります。20～
30cmの高さの津波でも立っていられなくなるため、可
能な限り早く避難しましょう。

県地震被害想定調査報告書(平成25年10月作成)
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●最大震度・・・・・・・・・・・・・・・震度6強
●津波の高さ・・・・・・・・・・・最高1.4m
●死者数・・・1,044人(津波被害876人)
●負傷者数・・・・・・・・・・・・・・・2,558人

(建物倒壊による負傷2,284人)
●建物被害・・・・・・・・・・・・・・21,059棟

（全壊、半壊、焼失）

●FM告知端末ラジオ
●屋外スピーカー
●市メール
●市SNS

(LINE、Facebook、X（旧Twitter）)

デマ・フェイクニュースに注意を！

●緊急速報メール
●テレビ放送
●FMみはら
●市ホームページ

震度6強の揺れとは？

市内で発生する可能性も！
地震による被害

津波の危険

正しく情報を入手しよう

能登半島へ応援職員を派遣

大地震発生時の情報・とるべき行動

！

地震の
発生

日頃から備えましょう

家具の固定の確認

ローリングストック非常持ち出し品の準備家族との安否確認
手段の確認

すぐに避難できる
態勢の準備

ハザードマップの確認

避難の長期化などにより、避難
所の備蓄が不足することもあり
えます。各自で準備しましょう。

　使いながら買い足し、備えましょう。

靴や非常持ち出し品をすぐに
取り出せるように準備しましょう。

持
ち
出
し
品（
例
）

●乾パン、缶詰などの食料品
●飲料水　●懐中電灯　●マスク　
●通帳、カード、現金、健康保険証や
　運転免許証などのコピー
●携帯ラジオ　●簡易トイレ
●タオル、下着などの生活用品
●常備薬、持病の薬　など

地震時に特に危険な場所、津
波や土砂崩れ、液状化の恐れの
ある場所を、ハザードマップや

「デジタルマップみはら」で確認
しておきましょう。ハザードマ
ップは、市■■HP「デジタルマップ
みはら」で公開し
ています。

電話、メール、SNS、災害用
伝言ダイヤルなどを確認。

◀市■■HP

▲ハザードマップ
6強
※県地震被害調査報告書より。

赤 6弱 ピンク 5強 オレンジ

    屋内にいる場合

屋外にいる場合

運転中の場合

エレベーターの中にいる場合

・頭を保護し、丈夫な机の下などに隠れる
・揺れが収まるまで無理にコンロなどの火を
 消そうとしない

・ブロック塀の倒壊、看板や割れたガラスなど
  落下物に注意する
・山や崖付近では、落石や崖崩れに注意する

・急ブレーキはかけず、緩やかに速度を落とす
・大きな揺れを感じたら、道路の左側に
  停止する

・近くの階ですぐに降りる

●這
は

わないと動けない
●固定していない家具が移動・転倒する
●耐震性の低い建物が傾く･倒れる
●大規模な地滑り・地割れ、山崩れなどが
　発生する

三原市

●

●

●
●

久井支所

大和支所

本郷支所
市役所本庁

南海トラフ巨大地震震度分布図

南海トラフ巨大地震南海トラフ巨大地震

三原市の被害想定
※この情報は広島県において被害が最大となるケースの想定です。

※写真は※写真は
イメージです。イメージです。

常に一定量
を備える

使った分を
買い足す

日常生活で
使う
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地震は突然やって来る
「まさか」に十分な備えを

　地震災害はいつ発生するか分かりません。「まさか起こることはないだろう」と思いがちですが、その
「まさか」が起こる可能性があります。命を守るための行動について知り、地震災害に備えましょう。

※写真はイメージです。

■■問危機管理課(■■TEL 0848-67-6165■■FAX 0848-67-6164)

緊
急
地
震
速
報
の
発
表

避
難
指
示（
津
波
）の
発
令

避
難
所
の
開
設

津
波
警
報
な
ど
の
発
表

　
　
　
　      （
地
震
発
生
か
ら
約
３
分
後
）

土砂災害 液状化現象

津波 停電・断水

地震火災

家屋の倒壊

　今後30年以内に70～80％の確率で発生すると
言われている「南海トラフ巨大地震」。市内でも大き
な被害が想定されます。

　誰でも情報発信できるSNSでは、誤った情報が発信される場合
があります。令和6年能登半島地震でも救助を求めるデマやフェイ
クニュースが拡散されるケースが相次ぎました。ほかの情報と比
較する、情報の発信源を確かめるなど正確性を確認し、なるべく公
的機関が発信する情報を入手するようにしてください。

　市では令和6年能登半島地震の被災地への支援を行うため、住家
被害認定調査応援のための職員の派遣、被災者への市営住宅の提
供、市庁舎などに義援金受付箱の設置などを実施しています。

平成13年芸予地震（震度5強）時の市内での被害

　瀬戸内海でも津波は発生する可能性があります。20～
30cmの高さの津波でも立っていられなくなるため、可
能な限り早く避難しましょう。

県地震被害想定調査報告書(平成25年10月作成)

・津
波
災
害
警
戒
区
域
な
ど
危
険
な
場
所
に
い
る
人
は
、避
難
指
示
の

  

発
令
を
待
た
ず
、す
ぐ
に
避
難
を
開
始
す
る

・海
や
川
か
ら
離
れ
て
、で
き
る
だ
け
高
い
場
所
に
避
難
す
る

・津
波
警
報
な
ど
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
、安
全
な
場
所
で
待
機
す
る

※
津
波
に
よ
る
避
難
指
示
は
、具
体
的
な
避
難
所
名
で
は
な
く
、標
高
の

高
い
場
所
な
ど
の
例
を
示
し
て
、該
当
地
区
に
発
令
し
ま
す
。

余
震
に
注
意
し
、非
常
持
ち
出
し
品
を
持
っ
て
避
難
所
に
避
難
す
る

●最大震度・・・・・・・・・・・・・・・震度6強
●津波の高さ・・・・・・・・・・・最高1.4m
●死者数・・・1,044人(津波被害876人)
●負傷者数・・・・・・・・・・・・・・・2,558人

(建物倒壊による負傷2,284人)
●建物被害・・・・・・・・・・・・・・21,059棟

（全壊、半壊、焼失）

●FM告知端末ラジオ
●屋外スピーカー
●市メール
●市SNS

(LINE、Facebook、X（旧Twitter）)

デマ・フェイクニュースに注意を！

●緊急速報メール
●テレビ放送
●FMみはら
●市ホームページ

震度6強の揺れとは？

市内で発生する可能性も！
地震による被害

津波の危険

正しく情報を入手しよう

能登半島へ応援職員を派遣

大地震発生時の情報・とるべき行動

！

地震の
発生

日頃から備えましょう

家具の固定の確認

ローリングストック非常持ち出し品の準備家族との安否確認
手段の確認

すぐに避難できる
態勢の準備

ハザードマップの確認

避難の長期化などにより、避難
所の備蓄が不足することもあり
えます。各自で準備しましょう。

　使いながら買い足し、備えましょう。

靴や非常持ち出し品をすぐに
取り出せるように準備しましょう。

持
ち
出
し
品（
例
）

●乾パン、缶詰などの食料品
●飲料水　●懐中電灯　●マスク　
●通帳、カード、現金、健康保険証や
　運転免許証などのコピー
●携帯ラジオ　●簡易トイレ
●タオル、下着などの生活用品
●常備薬、持病の薬　など

地震時に特に危険な場所、津
波や土砂崩れ、液状化の恐れの
ある場所を、ハザードマップや

「デジタルマップみはら」で確認
しておきましょう。ハザードマ
ップは、市■■HP「デジタルマップ
みはら」で公開し
ています。

電話、メール、SNS、災害用
伝言ダイヤルなどを確認。

◀市■■HP

▲ハザードマップ
6強
※県地震被害調査報告書より。

赤 6弱 ピンク 5強 オレンジ

    屋内にいる場合

屋外にいる場合

運転中の場合

エレベーターの中にいる場合

・頭を保護し、丈夫な机の下などに隠れる
・揺れが収まるまで無理にコンロなどの火を
 消そうとしない

・ブロック塀の倒壊、看板や割れたガラスなど
  落下物に注意する
・山や崖付近では、落石や崖崩れに注意する

・急ブレーキはかけず、緩やかに速度を落とす
・大きな揺れを感じたら、道路の左側に
  停止する

・近くの階ですぐに降りる

●這
は

わないと動けない
●固定していない家具が移動・転倒する
●耐震性の低い建物が傾く･倒れる
●大規模な地滑り・地割れ、山崩れなどが
　発生する

三原市

●

●

●
●

久井支所

大和支所

本郷支所
市役所本庁

南海トラフ巨大地震震度分布図

南海トラフ巨大地震南海トラフ巨大地震

三原市の被害想定
※この情報は広島県において被害が最大となるケースの想定です。

※写真は※写真は
イメージです。イメージです。

常に一定量
を備える

使った分を
買い足す

日常生活で
使う

23 ● 広報みはら／令和6年3月号 ● 1とき　2ところ　3内容　4出演　5対象　7定員　8料金　9用意する物　A申し込み･先　B問い合わせ先　D電話番号　FFAX　Cホームページ　0メール


